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合理的計画論の限界

合理的計画論 ＝ ある理屈に合わせる計画
B/Cが1以上，C>D

しかし．．．

まちづくり，合意形成，ＰＩ，リスクコミュニケーション，
ＭＭ．．．．には，絶対に合わすべき “理屈”はない．

例）子育てや人付き合いに，そんな理屈が有るはずがない！

．．．．そもそも，「計画をしよう！」という「アニマルスピ
リッツ」なものに，理屈があるはずがない．



プランニングとは何か

法則性あり

法則性はない．．．．

．．．．しかし，そこには，「物語性」がある！

だから，合理性が必要！



つまり

客観世界に関わるプランには，合理が

精神世界に関わるプランニングには，物語が，

必要なのではないか？

※物語：「人間のこれまでの実践を“解釈” し，
目標へのこれからの道筋を“構想”したもの」



「物語」と公共政策/planning

• 我々は， 「公共政策／planning」において「合理
性」を尊重しすぎたが故に， それが「人間の行為
である」ということを忘れてきたのではないか．

• 「公共政策／planning」を人間の行為と捉え直す
ためにも（民俗学，解釈学，ナラティブ心理学，プラグマティズムなどの力
を借りつつ） 「公共政策／planning」を「物語」として，
捉え直す必要があるのではないか？



プランニングにおける
「物語」の役割の例

• 「まちづくり」の推進 多くの公衆の参画を前提とするまちづく
りにおいて，そのまちの歴史，そしてその歴史の一翼を担う
「まちづくり史」は「物語」そのものである．

• 「基本構想」の策定 諸計画の上位概念として措定される
「基本構想」において「物語」は重大な役割を担いうる．

• 「地域愛着」「ナショナリズム」に関する処方箋 住民，国民
の合意の下で推進する都市計画や国土計画において一人
一人の地域愛着やナショナリズムは極めて重要な要素であ
る一方，それらは地域や国家に関わる「物語」と大きく関わる．

• 政策の普及 LRTやMM等の新しい施策の社会的普及にお
いて，それにまつわる「物語性」は大きな役割を担う．．．．等


